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　今自分が歩んでいるこの「道」は，どこから始

まったんだろうと考えることがある。

　始まりはあるお子さんとの出会いであった。そ

の子は，テストでは良い点を取るが友だちとうま

く付き合えず，よく大きな声で泣いていた。独特

の感性をもち，絵や詩は得意で不思議な魅力をも

つ作品を仕上げるが，口頭での説明を十分理解で

きず，同じことを何度も質問にきた。教員になっ

たばかりの私は，通り一遍の説明を繰り返し，「も

う，何回言ったら分かるの！」と声を荒げること

もあった。「なぜ，同じことを何回も聞くのか？」

「勉強はできるのに，どうして赤ちゃんのように

泣くのか？」理解できず，悩むばかりであった。

同僚に相談しても ｢あの子はそういう子だから｣

という返事，お母さんとも何度か話し合ったが，

心配なことを確認できただけで，有効な手段は浮

かばなかった。

　結局担任として十分な対応も正しい理解もでき

ないまま，転勤となった。離任式に挨拶に来てく

れたお母さんから，｢先生に相談できて良かった。

うちの子のことを心配してくれてうれしかった｣

という言葉を聞いた時，何もできなかったことが

悔やまれ，思わず泣いてしまった。申し訳なさで

いっぱいだった。

　その後通級指導教室の担当となり，学習障害等

のあるいろんなお子さんに出会い，勉強する機会

にも恵まれた。学べば学ぶほど ｢あの時自分に知

識があれば…｣ と後悔の念が浮かんだ。その思い

が，目の前の子どもたちへの指導の原動力であっ

たと今は思う。

　発達障害について広く知られるようになってき

たが，まだ十分とは言えない。保護者の方から，

昔の私のような対応をしている先生の話を聞くこ

ともある。長くこの道を歩いているように思うが，

まだまだ先は長いのである。昔出会ったあの子に，

「今は君のような子どもたちが，先生や友だちに

十分理解されて，楽しく過ごしているよ」と言え

るように，精一杯がんばっていきたいと思う。

「 こ の 道 は 」
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